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単元名
単元のまとまりの評価規準

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度
１．春の生き物 動物の活動は、暖かい季節、

寒い季節などによって違いが
あることを理解している。
植物の成長は、暖かい季節、
寒い季節などによって違いが
あることを理解している。
身近な動物や植物について、
器具や機器などを正しく扱いな
がら調べ、それらの過程や得ら
れた結果をわかりやすく記録し
ている。

身近な動物や植物について、
既習の内容や生活経験をもと
に、根拠のある予想や仮説を
発想し、表現するなどして問題
解決している。
身近な動物や植物について、
観察などを行い、得られた結果
をもとに考察し、表現するなど
して問題解決している。

身近な動物や植物についての
事物・現象に進んでかかわり、
他者とかかわりながら問題解
決しようとしている。
身近な動物や植物について学
んだことを学習や生活に生か
そうとしている。

２．天気と１日の気温 天気によって１日の気温の変
化のしかたに違いがあることを
理解している。
天気と１日の気温の変化につ
いて、器具や機器などを正しく
扱いながら調べ、それらの過程
や得られた結果をわかりやすく
記録している。

天気と１日の気温の変化につ
いて、既習の内容や生活経験
をもとに、根拠のある予想や仮
説を発想し、表現するなどして
問題解決している。
天気と１日の気温の変化につ
いて、観察などを行い、得られ
た結果をもとに考察し、表現す
るなどして問題解決している。

天気と１日の気温の変化につ
いての事物・現象に進んでか
かわり、他者とかかわりながら
問題解決しようとしている。
天気と１日の気温の変化につ
いて学んだことを学習や生活
に生かそうとしている。

３．電気のはたらき 乾電池の数やつなぎ方を変え
ると、電流の大きさや向きが変
わり、豆電球の明るさやモー
ターの回り方が変わることを理
解している。
電流のはたらきについて、器具
や機器などを正しく扱いながら
調べ、それらの過程や得られ
た結果をわかりやすく記録して
いる。

電流のはたらきについて、既習
の内容や生活経験をもとに、根
拠のある予想や仮説を発想
し、表現するなどして問題解決
している。
電流のはたらきについて、実験
などを行い、得られた結果をも
とに考察し、表現するなどして
問題解決している。

電流のはたらきについての事
物・現象に進んでかかわり、他
者とかかわりながら問題解決し
ようとしている。
電流のはたらきについて学ん
だことを学習や生活に生かそう
としている。

４．月や星の動き 月は日によって形が変わって
見え、１日のうちでも時刻に
よって位置が変わることを理解
している。
空には、明るさや色の違う星が
あることを理解している。
星の集まりは、１日のうちでも
時刻によって、並び方は変わら
ないが、位置が変わることを理
解している。
月や星の特徴について、器具
や機器などを正しく扱いながら
調べ、それらの過程や得られ
た結果をわかりやすく記録して
いる。

月や星の特徴について、既習
の内容や生活経験をもとに、根
拠のある予想や仮説を発想
し、表現するなどして問題解決
している。
月や星の特徴について、観察
などを行い、得られた結果をも
とに考察し、表現するなどして
問題解決している。

月や星についての事物・現象
に進んでかかわり、他者とかか
わりながら問題解決しようとし
ている。
月や星について学んだことを学
習や生活に生かそうとしてい
る。



10．水のゆくえ 水は、水面や地面などから蒸
発し、水蒸気になって空気中に
含まれていくこと、また、空気中
の水蒸気は、結露して再び水
になって現れることがあること
を理解している。
自然界の水のようすについて、
器具や機器などを正しく扱いな
がら調べ、それらの過程や得ら
れた結果をわかりやすく記録し
ている。

自然界の水のようすについて、
既習の内容や生活経験をもと
に、根拠のある予想や仮説を
発想し、表現するなどして問題
解決している。
自然界の水のようすについて、
実験などを行い、得られた結果
をもとに考察し、表現するなど
して問題解決している。

自然界の水のようすについて
の事物・現象に進んでかかわ
り、他者とかかわりながら問題
解決しようとしている。
自然界の水のようすについて
学んだことを学習や生活に生
かそうとしている。

９．水のすがた 水は、温度によって水蒸気や
氷に変わること、また、水が氷
になると体積が増えることを理
解している。
水の状態変化について、器具
や機器などを正しく扱いながら
調べ、それらの過程や得られ
た結果をわかりやすく記録して
いる。

水の状態変化について、既習
の内容や生活経験をもとに、根
拠のある予想や仮説を発想
し、表現するなどして問題解決
している。
水の状態変化について、実験
などを行い、得られた結果をも
とに考察し、表現するなどして
問題解決している。

水の状態変化についての事
物・現象に進んでかかわり、他
者とかかわりながら問題解決し
ようとしている。
　水の状態変化について学ん
だことを学習や生活に生かそう
としている。

５．とじこめた空気や水 　閉じ込めた空気を押すと、体
積は小さくなるが、押し返す力
は大きくなることを理解してい
る。

　閉じ込めた空気は押し縮めら
れるが、水は押し縮められない
ことを理解している。

　空気と水の性質について、器
具や機器などを正しく扱いなが
ら調べ、それらの過程や得られ
た結果をわかりやすく記録して
いる。

　空気と水の性質について、既
習の内容や生活経験をもとに、
根拠のある予想や仮説を発想
し、表現するなどして問題解決
している。

　空気と水の性質について、実
験などを行い、得られた結果を
もとに考察し、表現するなどし
て問題解決している。

　空気と水の性質についての
事物・現象に進んでかかわり、
他者とかかわりながら問題解
決しようとしている。

空気と水の性質について学ん
だことを学習や生活に生かそう
としている。

６．ヒトの体のつくりと運動 ヒトの体には骨と筋肉があるこ
とを理解している。
ヒトが体を動かすことができる
のは、骨、筋肉の働きによるこ
とを理解している。
ヒトやほかの動物について、器
具や機器などを正しく扱いなが
ら調べ、それらの過程や得られ
た結果をわかりやすく記録して
いる。

ヒトやほかの動物について、既
習の内容や生活経験をもとに、
根拠のある予想や仮説を発想
し、表現するなどして問題解決
している。
ヒトやほかの動物について、観
察、資料調べなどを行い、得ら
れた結果をもとに考察し、表現
するなどして問題解決してい
る。

ヒトやほかの動物についての
事物・現象に進んでかかわり、
他者とかかわりながら問題解
決しようとしている。
ヒトやほかの動物について学
んだことを学習や生活に生か
そうとしている。

空気・水・金属の温度と体積に
ついての事物・現象に進んで
かかわり、他者とかかわりなが
ら問題解決しようとしている。
空気・水・金属の温度と体積に
ついて学んだことを学習や生
活に生かそうとしている。

空気・水・金属の温度と体積に
ついて、既習の内容や生活経
験をもとに、根拠のある予想や
仮説を発想し、表現するなどし
て問題解決している。
空気・水・金属の温度と体積に
ついて、実験などを行い、得ら
れた結果をもとに考察し、表現
するなどして問題解決してい
る。

空気・水・金属は、あたためたり
冷やしたりすると、それらの体
積が変わるが、その程度には
違いがあることを理解してい
る。
空気・水・金属の温度と体積に
ついて、器具や機器などを正し
く扱いながら調べ、それらの過
程や得られた結果をわかりや
すく記録している。

７．ものの温度と体積

８．もののあたたまり方 金属は熱せられた部分から順
にあたたまるが、水や空気は
熱せられた部分が移動して全
体があたたまることを理解して
いる。
金属・水・空気のあたたまり方
について、器具や機器などを正
しく扱いながら調べ、それらの
過程や得られた結果をわかり
やすく記録している。

金属・水・空気のあたたまり方
について、既習の内容や生活
経験をもとに、根拠のある予想
や仮説を発想し、表現するなど
して問題解決している。
金属・水・空気のあたたまり方
について、実験などを行い、得
られた結果をもとに考察し、表
現するなどして問題解決してい
る。

金属・水・空気のあたたまり方
についての事物・現象に進んで
かかわり、他者とかかわりなが
ら問題解決しようとしている。
金属・水・空気のあたたまり方
について学んだことを学習や生
活に生かそうとしている。


